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５ 大規模小売店舗の施設の配置に関する事項 

(1) 駐車場の位置及び収容台数 

位  置 収容台数 

別添『建物配置図兼平面図』上、駐車場 143台 

※全体収容台数 207 台、うち、従業員用 7 台 

 

(2) 駐輪場の位置及び収容台数 

位  置 収容台数 

別添『建物配置図兼平面図』上、駐輪場 88台 

 

(3) 荷さばき施設の位置及び面積 

位  置 面  積 

別添『建物配置図兼平面図』上、荷さばき施設①  60㎡ 

別添『建物配置図兼平面図』上、荷さばき施設②  40㎡ 

合  計 100㎡ 

 

(4) 廃棄物等の保管施設の位置及び容量 

位  置 容  量 

別添『建物配置図兼平面図』上、廃棄物保管施設① 18.0㎥ 

別添『建物配置図兼平面図』上、廃棄物保管施設② 18.2㎥ 

別添『建物配置図兼平面図』上、廃棄物保管施設③  8.6㎥ 

別添『建物配置図兼平面図』上、廃棄物保管施設④ 10.5㎥ 

合  計 55.3㎥ 

 

６ 大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項 

(1) 大規模小売店舗において小売業を行う者の開店時刻及び閉店時刻 

開店時刻  0時 00分 

閉店時刻 24時 00分 

 

(2) 来客が駐車場を利用することができる時間帯 

駐車場№ 駐車可能時間帯 

駐車場① 24時間 

駐車場② 6時 00分～22時 00分 

 

(3) 駐車場の自動車の出入口の数及び位置 

駐車場№ 出入口の数 位  置 

駐車場 5箇所 別添『建物配置図兼平面図』上、入口、出口、出入口①②③ 

 

(4) 荷さばき施設において荷さばきを行うことができる時間帯 

荷さばき施設№ 荷さばき可能時間帯 

荷さばき施設①② 6時 00分～22時 00分 
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添付書類 

 

○ 法人にあってはその登記簿の謄本、個人にあってはその住民票の写し 

  届出書（正本のみ）に添付 

 

別添１ 建物の位置及びその建物内の小売業を行うための店舗の用に供される部分の配置を示す図面 

(1) 建物配置図及び各階平面図 

別添『建物配置図兼平面図』参照 

 

(2) 建物・敷地の概要 

項  目 
計画内容 

ハローズ棟 未定物販棟 

構  造 鉄骨造 鉄骨造 

階  数 平屋建て 平屋建て 

建築面積 3,097㎡ 1,340㎡ 

延床面積 3,009㎡ 1,311㎡ 

店舗面積 1,942㎡ 1,128㎡ 

敷地面積 13,647㎡ 

 

別添２ 主として販売する物品の種類 

小売業者の名称 主として販売する物品 

株式会社ハローズ 食料品、日用雑貨等 

未定物販 医薬品等 
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別添３ 必要な駐車場の収容台数を算出するための来客の自動車の台数等の予測の結果及びその算出

根拠 

(1) 自動車の台数等の予測の結果及びその算出根拠 

① 指針による必要駐車台数計算式 

（端数処理：四捨五入）  

事   項   等 各事項算出のための計算式の根拠 

当該都市行政人口 525,884 人 姫路市（令和 6 年 1 月 1 日現在 住民基本台帳） 

地区の区分 その他地区 用途地域：準工業地域 

Ｓ：店舗面積 3.070 千㎡ ――― 

Ａ：日来店客数原単位 1,277.2 人／千㎡ その他地区､人口 40 万人以上､店舗面積 10 千㎡未満 

Ｂ：ピーク率 14.4 ％ ――― 

Ｌ：駅からの距離 駅から約 100ｍ ＪＲ播但線 砥堀駅 

Ｃ：自動車分担率 65.0 ％ その他地区、人口 40 万人以上 100 万人未満 

Ｄ：平均乗車人員 2.00 人／台 店舗面積：10 千㎡未満 

Ｅ：平均駐車時間係数 0.781 店舗面積：10 千㎡未満 

小売店舗の必要駐車台数 143 台 ＝Ａ×Ｓ×Ｂ×Ｃ÷Ｄ×Ｅ 
   

ｓ：併設施設面積 0.030 千㎡ ――― 

Ｘ：併設施設の割合 1.0  ％ ＝ｓ÷Ｓ 

Ｙ：比率 1.000 当該小売店舗の２割未満 

物販店舗の必要駐車台数 143 台 ＝「小売店舗の必要駐車台数」×Ｙ 

参考：日来店台数 1,274 台／日 ＝Ｓ×Ａ×Ｃ÷Ｄ×Ｙ 

参考：ピーク時来店台数 184 台／時 ＝Ｓ×Ａ×Ｂ×Ｃ÷Ｄ×Ｙ 

 

② 駐車場の分散確保の有無 

駐車場の分散確保の有無 理  由 

有 
・店舗建物前面に駐車場①、里道を挟んで北側に駐車場②を設け、

必要駐車台数を満足する収容台数を確保します。 

 

③ 駐車場の料金の有無 

駐車場の料金の有無 理  由 

無 
・駐車料金を無料にすることにより、来退店客車両のスムーズな出

入庫を図り、一般交通の流れに支障が出ないように努めます。 
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(2) その他駐車場の規模に関する計画 

① 来客用以外に考慮する駐車台数 

<従業員等駐車台数> 

事項 面積 
店舗用駐車場と 
共用・別途の別 

台数 備考 

従業員駐車場 約 88㎡ 別途 7台 － 

業務用車両駐車場   0㎡ － 0台 － 

搬出入車両駐車場   0㎡ － 0台 － 

合計 約 88㎡ － 7台 － 

 

② 駐車場の構造、収容台数、面積及び敷地の状況 

駐車場 
番号 

駐車場 
構造 

収容台数 
面積 

※駐車スペース 

駐車区画の大きさ(ｍ×ｍ) 契約 
形態 一般用 障害者等用 軽自動車用 

駐車場 

① 

建物外 

平面駐車場 

(自走式) 

108台 約 1,421㎡ 
101台 5台 2台 自社 

管理 2.6×5.0 3.5×5.0 2.6×4.0 

駐車場 

② 

建物外 

平面駐車場 

(自走式) 

92台 約 1,193㎡ 
91台 0台 1台 自社 

管理 2.6×5.0 3.5×5.0 2.6×4.0 

※ 収容台数 200 台（従業員用を除く）のうち、143 台を届出台数とします。 

 

別添４ 駐車場の自動車の出入口の形式又は来客の自動車の方向別台数の予測の結果等駐車場の自動

車の出入口の数及び位置を設定するために必要な事項 

(1) 駐車場の自動車の出入口の形式等 

① 駐車場の入庫処理能力 

出入口の場所 

(※１) 

１時間当たり入庫処理能力 ピーク１時間に予想される自動車台数 

台数 算出根拠 台数 算出根拠 

入口 450 台 (※２) 184台 （※３） 

出入口① 450 台 (※２) 184台 （※３） 

※１ 別添『建物配置図兼平面図』参照 

※２ 駐車場には発券ゲートを設置しませんが、安全側に立ち指針参考値（オペレータあり、平面自走式駐車場）

の入庫処理能力（約 8 秒/台）を採用しています。 

※３ 過小評価とならないよう、ﾋﾟｰｸ時の発生交通量(p.4 参照)の全台数が集中したと仮定し、検討しました。 
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② 敷地内の駐車待ちスペース 

出入口の場所 

(※１) 

駐車待ち 

スペース 

発券 

ブース 

駐車待ちスペースが有る場合 
駐車待ちスペースが 

無い場合 

長さ 算出根拠 設置しない理由・対策 

入口 無 無 － (※２) 

出入口① 有 無 約 48ｍ (※２) － 

※１ 別添『建物配置図兼平面図』参照 

※２ 各出入口に必要な駐車待ちスペースは、以下の式により算出しました。 

・各出入口に必要な駐車待ちスペース 

＝（当該入口の１分当たりの来台数×1.6－当該入口の１分当たりの入庫処理能力）×6ｍ 

＝（184 台/時÷60×1.6－450台/時÷60）×6ｍ 

＝－15.56 

以上の計算により、各出入口に必要な駐車待ちスペースの長さは 0ｍとなります。  

 

(2) 方向別台数の予測結果等 

① 敷地周辺の道路の状況 

項   目 

道路№1 道路№2 道路№3 道路№4 道路№5 

国道 312号 
市道砥堀 

30 号線 

市道砥堀 

50号線 
里道 里道 

合 計 約 18.2ｍ 約 7.2ｍ 約 5.5ｍ 約 2.1ｍ 約 2.2ｍ 

幅 

員 

構 
成 

車道 約 14.0ｍ 約 5.7ｍ 約 4.2ｍ － － 

車線数 片側二車線 片側一車線 － － － 

歩道の有無 
東側：約 2.2ｍ 

西側：約 2.0ｍ 
無 無 無 無 

中央分離帯の有無 無 無 無 無 無 

路肩 無 
北側：約 0.8ｍ 

南側：約 0.7ｍ 

東側：約 0.4ｍ 

西側：約 0.9ｍ 
無 無 

安全施設等 無 無 転落防止柵 無 無 

交通規制 
時速 50km制

限、駐車禁止 
駐車禁止 駐車禁止 － － 

店舗周辺の信号交差点数 

(うち右折帯設置の交差点数) 

1交差点 

（0交差点） 

1交差点 

（0交差点） 

0交差点 

（0交差点） 

0 交差点 

(0 交差点) 

0交差点 

(0交差点) 

横断歩道の有無 無 無 無 無 無 

通学路の有無 無 無 有 無 無 

バス路線の有無 有 無 無 無 無 

バス停の有無 有 無 無 無 無 

駐車場出入口から敷地寄り 

のバス停ポールまでの距離 
約 13ｍ － － － － 

※ 道路番号は、別添『周辺見取図』参照 
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② 来客の自動車の方向別台数の予測の結果等 

ア 現状の交通量調査の結果 

調査年月日 
平日：令和5年12月18日（月）24時間 

休日：令和5年12月17日（日）24時間 

調査場所 下図参照 

調査方法 カウンター使用による計測 

調査結果 別添資料『交通処理検討報告書』参照 

 

 

図 交通量調査地点位置図 

 

イ 開店後の周辺道路の交通量予測 

予測方法 指針に基づいてピーク時の来店客車両台数を算出 

予測の根拠 
大規模小売店舗を設置する者が配慮すべき事項に関する指針 

（平成 19年 2月 1日経済産業省告示 16号） 

予測結果 p.8～p.11 
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■ 現況と開店後における交通量の比較 ■ 

（位置については、p.7 参照） 

 

地点１交差点（砥堀南交差点）

平日7時（ピーク時間帯）
＜現況＞ ＜将来＞

934 945

16 2 27 2
103 103

916 916
150 39 267 72

7 7
8 92

104 177 137 210
1075 1086

66 66
10 15 10 15

1100 1111
(台/時） (台/時）

休日16時（ピーク時間帯）
＜現況＞ ＜将来＞

830 841

32 5 43 5
51 51

793 793
105 35 222 68

11 11
19 103

65 108 98 141
976 987

32 32
23 18 23 18

1017 1028
(台/時） (台/時）  
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地点２交差点（砥堀駅前交差点）

平日17時（ピーク時間帯）
＜現況＞ ＜将来＞

326 343

2 19 2 36
1 1

305 305
5 4 5 4

10 27
0 0

5 125 5 181
259 259

110 149
4 75 4 114

338 377
(台/時） (台/時）

休日13時（ピーク時間帯）
＜現況＞ ＜将来＞

254 271

1 20 1 37
1 1

233 233
15 10 15 10

19 36
4 4

4 85 4 141
234 234

62 101
3 107 3 146

344 383
(台/時） (台/時）  
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地点３交差点（砥堀交差点）

平日8時（ピーク時間帯）
＜現況＞ ＜将来＞

1022 1033

259 259

763 774
264 264

267 267
3 842 3 853

8 8

850 861
(台/時） (台/時）

休日16時（ピーク時間帯）
＜現況＞ ＜将来＞

947 958

227 227

720 731
261 261

267 267
6 811 6 822

27 27

838 849
(台/時） (台/時）  
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■ 開店前後の飽和度・混雑度 ■ 

開店前 開店後 開店前 開店後

0.451 0.603 0.324 0.399

左直 0.496 0.605 0.316 0.327

直右 0.495 0.605 0.316 0.328

左直 0.407 0.411 0.369 0.373

直右 0.407 0.411 0.370 0.374

西流入 左直右 0.455 0.853 0.300 0.659

東流入 左直右 0.485 0.569 0.293 0.378

0.268 0.332 0.247 0.308

北流入 左直右 0.253 0.270 0.209 0.227

南流入 左直右 0.287 0.331 0.307 0.350

西流入 左直右 0.013 0.013 0.033 0.033

東流入 左直右 0.358 0.516 0.211 0.350

0.395 0.398 0.373 0.376

直進 0.247 0.250 0.231 0.234

右折 0.323 0.325 0.279 0.281

左直 0.424 0.430 0.395 0.399

直進 0.424 0.429 0.394 0.399

南西流入 右左折 0.360 0.360 0.385 0.385

17時 13時

混
雑
度

地点２交差点
(砥堀駅前交差点)

8時 16時

ピーク時間帯

ピーク時間帯

休日平日

需要率

ピーク時間帯 7時 16時

混
雑
度

地点３交差点
(砥堀交差点)

交差点 項目

需要率

地点１交差点
(砥堀南交差点) 混

雑
度

南流入

北流入

需要率

南流入

北流入

 

 

(3) その他の対応策 

① 駐車場の設置に当たっての配慮 

項  目 具 体 的 な 内 容 

歩行者等の動線分離 

・オープン時や多客の予想される繁忙時には、駐車場各出入口に交通

誘導員を配置して、車両のスムーズな誘導と歩行者の安全確保に努

めます。 

・敷地内には、歩行者用通路を設けます。 

・障害者等用駐車スペースは、店舗入口近くに 5 台分確保する計画で

す。 

駐車場からの排気ガス 
・お客さまへは、掲示板等で不必要なアイドリングの禁止を呼びかけ

ます。 

 

② 交通への支障を回避するための方策等 

項  目 具 体 的 な 内 容 

交通誘導員の配置 
・オープン時や多客の予想される繁忙時には、駐車場各出入口に交通

誘導員を配置する計画です。 
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別添５ 経路の設定等 

(1) 自動車を駐車場に案内する経路及び方法 

① 周辺見取図に来客の自動車の案内経路を表示した図面 

別添 各『想定する案内経路と方面別交通量』参照 

 

(2) 経路等を来客者に知らせる方法、その他交通対策 

項  目 具 体 的 な 内 容 

案内表示の設置 

（看板等） 

・駐車場各出入口に案内看板を設置します（別添『建物配置図兼平面

図』参照）。 

・周辺住宅に配慮し、夜間 22時～翌 6時は駐車場②を閉鎖します（夜

間閉鎖区域については、別添『建物配置図兼平面図』参照）。それに

ともない、出入口①には、夜間は入口へ誘導する看板を設置します。 

ちらし等の配布 
・広域誘導については、オープン時等に配布する広告チラシに案内経

路を掲載し、お客さまに周知します。 

交通誘導員の配置 
・オープン時や多客の予想される繁忙時には、駐車場各出入口に交通

誘導員を配置する計画です。 

 

別添６ 荷さばき施設の整備等 

(1) 搬出入車両台数と荷さばき時間帯 

時 間 帯 

荷さばき 

施設① 

荷さばき 

施設② 
廃棄物保管 

施設 

①②③ 

廃棄物保管

施設 

④ 

平均的な荷さば

き処理時間 
2～4t車 2～4t車 

 6:00 ～  7:00 2台 0台 0台 0台 

15分 

 7:00 ～  8:00 2台 0台 1台 0台 

 8:00 ～  9:00 2台 1台 0台 0台 

 9:00 ～ 10:00 2台 1台 0台 0台 

10:00 ～ 11:00 2台 0台 1台 1台 

11:00 ～ 12:00 1台 1台 0台 0台 

12:00 ～ 13:00 0台 0台 0台 0台 

13:00 ～ 14:00 1台 0台 0台 0台 

14:00 ～ 15:00 0台 1台 1台 1台 

15:00 ～ 16:00 1台 0台 0台 0台 

16:00 ～ 17:00 0台 1台 0台 0台 

17:00 ～ 18:00 0台 0台 0台 0台 

18:00 ～ 19:00 1台 0台 0台 0台 

19:00 ～ 20:00 0台 0台 0台 0台 

20:00 ～ 21:00 0台 0台 0台 0台 

21:00 ～ 22:00 1台 0台 0台 0台 

計 15台 5台 3台 2台 － 
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(2) 荷さばき施設の計画 

① 荷さばき施設の形状・規模（屋外） 

施設番号 面 積 同時作業の可能な台数 待機スペースの有無・広さ

荷さばき施設① 60 ㎡ 2 台 無 

荷さばき施設② 40 ㎡ 1 台 無 

 

② 荷さばき施設の規模の算出根拠 

施設番号 ピーク時における搬出入車両台数 

荷さばき施設① 2～4t 車・2台 

荷さばき施設② 2～4t 車・1台 

 
③ 搬出入車両の出入口の数 

専用出入口の有無 搬出入車両の出入口の数 対  応  等 

無 
2 箇所 

（入口・出口） 

・商品を搬入する際には、事前に連絡するこ

とによって荷さばき施設付近に交通誘導

員等を配置し、安全誘導を図ります。 
・作業員には、一旦停止や場内徐行を厳守し、

安全運転に努めるよう指導を徹底します。

 

別添７ 騒音問題に対応するための対応策 

① 一般的騒音対策の概要 

遮音壁の有無 遮音壁の高さ 遮音壁の厚さ 材質・構造 遮音壁の位置 

無 － － － － 

 

項  目 具体的な騒音対策の概要 

室外機等の機器 

・低騒音型の機器の導入に努めます。 

・定常騒音の発生源となる機器については、定期点検を行い異常

騒音の発生防止に努めます。 

 

② 荷さばき施設及び作業にかかる騒音対策の概要 

項  目 具体的な騒音対策の概要 

荷さばき施設の騒音対策 
・荷さばき施設は十分なスペースを確保し、荷さばき時間の短縮

に配慮します。 

荷さばき作業の騒音対策 

・夜間帯における荷さばき作業は行いません。 

・作業人員には、アイドリング・ストップを徹底する等、騒音防

止意識を周知・徹底させます。 
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③ ＢＧＭ等の営業宣伝活動の予定 

施設外へのＢＧＭ及び販売促進活動の予定はありません。 

 

④ 駐車場の騒音対策の概要 

駐車場番号 施設面の騒音対策 運用面の騒音対策 

駐車場 

①② 
－ 

・お客さまには、掲示物等により、アイドリングストッ

プ及び場内徐行運転への協力を呼びかけます。 

・周辺住宅に配慮し、夜間 22時～翌 6時は駐車場②を利

用制限します。 

 

⑤ 廃棄物収集作業にかかる騒音対策の概要 

施設番号 
廃棄物回収 

場所の構造 

回収 

時間帯 

施設面の 

騒音対策 
運用面の騒音対策 

廃棄物保管施設 

①②③④ 
屋内 6時～22時 － 

・夜間帯における収集作業は行わな

い計画です。 

・作業人員には、アイドリング・ス

トップを徹底する等、騒音防止意

識を周知・徹底させます。 

 

⑥ 付帯設備の稼働時間と騒音対策 

№ 付帯設備の種類 設置の有無 稼働時間帯 騒音対策 

AC1～AC37 空調用室外機 有 0:00～24:00 

・低騒音型機器を導入します。 

・定期点検を行い異常騒音の

発生防止に努めます。 

DC1 デシカント空調機 有 6:00～22:00 

RC1～RC22 冷凍庫用室外機 有 0:00～24:00 

F1～F36 換気ファン 有 

0:00～24:00 

(一部、6:00

～22:00) 

CU1,CU2 キュービクル 有 0:00～24:00 

※ 位置については、別添『騒音発生源位置図』参照 
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別添８ 平均的な状況を呈する日における等価騒音レベルの予測結果と算出根拠 

① 各予測地点における等価騒音レベルの予測結果 

予測地点 用途地域 

昼 間 夜 間 

環境基準 
等価騒音 

レベル 
環境基準 

等価騒音 

レベル 

Ａ１ (H=1.2m) 

準工業地域 
60 dB 

［Ｃ類型］ 

51.8 dB 

50 dB 

［Ｃ類型］ 

45.6 dB 

Ａ２ (H=4.7m) 51.6 dB 45.6 dB 

Ｂ (H=1.2m) 55.6 dB 41.8 dB 

Ｃ (H=1.2m) 47.4 dB 41.0 dB 

Ｄ１ (H=1.2m) 50.0 dB 42.3 dB 

Ｄ２ (H=4.7m) 50.1 dB 43.4 dB 

Ｅ１ (H=1.2m) 50.1 dB 42.7 dB 

Ｅ２ (H=4.7m) 50.3 dB 43.2 dB 

Ｆ１ (H=1.2m) 51.6 dB 46.1 dB 

Ｆ２ (H=4.7m) 51.8 dB 46.2 dB 

Ｇ１ (H=1.2m) 49.6 dB 46.6 dB 

Ｇ２ (H=4.7m) 50.5 dB 48.1 dB 

Ｈ１ (H=1.2m) 50.6 dB 47.8 dB 

Ｈ２ (H=4.7m) 51.0 dB 48.6 dB 

Ｉ１ (H=1.2m) 53.7 dB 45.9 dB 

Ｉ２ (H=4.7m) 53.3 dB 46.1 dB 

Ｊ (H=1.2m) 50.8 dB 39.8 dB 

Ｋ (H=1.2m) 45.0 dB 38.1 dB 

Ｌ (H=1.2m) 
第一種住居

地域 

55 dB 

［Ｂ類型］ 
45.1 dB 

45 dB 

［Ｂ類型］ 
34.9 dB 

Ｍ (H=1.2m) 

準工業地域 
60 dB 

［Ｃ類型］ 

47.7 dB 
50 dB 

［Ｃ類型］ 

38.1 dB 

Ｎ (H=1.2m) 52.3 dB 49.7 dB 

Ｏ (H=1.2m) 45.5 dB 42.2 dB 

（備考）・予測地点Ｂ，Ｃ、Ｄ、Ｅの等価騒音レベルの予測計算には、ハローズ棟屋根上の設備置場に設置す

る機器に対して、回折補正量を考慮しました。 

・周辺住宅に配慮し、夜間 22 時以降は駐車場②を閉鎖することを考慮して予測を行いました（夜間

駐車場閉鎖区域については、『騒音発生源位置図（１階）』参照）。 

 

予測の結果、昼間、夜間とも全ての地点で環境基準を下回ります。 

したがって、周辺住宅への著しい影響はないものと考えております。 

 

② 予測地点ごとの等価騒音レベル 

別添『騒音予測報告書』参照。 
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別添９ 夜間において発生する騒音の発生源ごとの騒音レベルの最大値の予測結果と算出根拠 

① 各予測地点における最大値騒音レベルの予測結果 

予測地点 用途地域 

夜 間 

規制基準 
騒音レベル 

最大値 

ａ１ (H=1.2m) 

準工業地域 
50 dB 

［第三種区域］ 

52 dB 

ａ２ (H=4.7m) 52 dB 

ｂ (H=1.2m) 46 dB 

ｃ (H=1.2m) 45 dB 

ｄ１ (H=1.2m) 47 dB 

ｄ２ (H=4.7m) 47 dB 

ｅ１ (H=1.2m) 39 dB 

ｅ２ (H=4.7m) 39 dB 

ｆ１ (H=1.2m) 41 dB 

ｆ２ (H=4.7m) 41 dB 

ｇ１ (H=1.2m) 41 dB 

ｇ２ (H=4.7m) 41 dB 

ｈ１ (H=1.2m) 45 dB 

ｈ２ (H=4.7m) 47 dB 

ｉ１ (H=1.2m) 48 dB 

ｉ２ (H=4.7m) 48 dB 

ｊ (H=1.2m) 40 dB 

ｋ (H=1.2m) 35 dB 

ｌ (H=1.2m) 33 dB 

ｍ (H=1.2m) 39 dB 

ｎ (H=1.2m) 55 dB 

ｏ (H=1.2m) 65 dB 

ａ’１ (H=1.2m) 50 dB 

ａ’２ (H=4.7m) 50 dB 

ｎ’ (H=1.2m) 49 dB 

Ｏ (H=1.2m) 49 dB 

（備考）・騒音レベル最大値の予測計算には、回折補正量を考慮していません。 

・周辺住宅に配慮し、夜間 22時以降は駐車場②を閉鎖することを考慮して予測を行いました

（夜間駐車場閉鎖区域については、『騒音発生源位置図（１階）』参照）。 

 

予測の結果、予測地点ａ１、ａ２、ｎ、ｏで来店客車両走行音が規制基準を上回ります。 

予測地点ａ１、ａ２については、里道を挟んで向かい側に設定した予測地点ａ’で規制基準を

満たします。 

予測地点ｎについては、隣接地が店舗および駐車場であり、計画地東側の国道 312号を挟んだ

向かい側に設定した予測地点ｎ’で規制基準を下回ります。 

予測地点ｏについて、国道を挟んで向かい側の予測地点Ｏで規制基準を下回ります。 

したがって、周辺住宅への著しい影響はないものと考えております。 

 

② 予測地点ごとの最大値騒音レベル 

別添『騒音予測報告書』参照。 
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＜参考＞ 騒音予測に反射音を考慮した場合の検証 

◎ 等価騒音レベル 

等価騒音レベルの予測結果は、予測地点Ｇ、Ｈを除き、全ての地点で基準よりも 3dB以上下回っ

ていることから、反射音を考慮しても基準をクリアすると考えます。 

予測地点Ｇ、Ｈについては、最も近い住宅の建物面に設定した予測地点Ｇ’、Ｈ’において、基

準よりも 3dB以上下回ります。 

予測地点 用途地域 

昼 間 夜 間 

環境基準 
等価騒音 

レベル 
環境基準 

等価騒音 

レベル 

Ｇ’１ (H=1.2m) 

準工業地域 
60 dB 

［Ｃ類型］ 

49.0 dB 

50 dB 

［Ｃ類型］ 

45.6 dB 

Ｇ’２ (H=4.7m) 49.1 dB 45.8 dB 

Ｈ’１ (H=1.2m) 49.3 dB 45.2 dB 

Ｈ’２ (H=4.7m) 49.4 dB 45.5 dB 

 

 

◎ 夜間における騒音レベルの最大値 

夜間の騒音レベル最大値の予測結果は、予測地点ｉ、ａ’、ｎ’、Ｏを除き、全ての地点で基準よ

りも 3dB以上下回っていることから、反射音を考慮しても基準をクリアすると考えます。 

予測地点ｉについては、最も近い住宅の建物面に設定した予測地点ｉ’において、基準よりも 3dB

以上下回ります。 

予測地点ａ’については、最も近い住宅の建物面に設定した予測地点ａ”においても基準よりも

3dB 以上下回っておりませんが、店舗建物壁面からの距離が十分に離れていることから、反射音の

影響は小さいと考えます。 

なお、駐車場内の車両走行音の影響を抑制させるため、徐行を促す路面標示を施すなど、騒音の

抑制に努めます。 

予測地点ｎ’、Ｏについては、隣地が店舗駐車場であることから、周辺住宅への著しい影響はな

いものと考えております。 

予測地点 用途地域 

夜 間 

規制基準 
騒音レベル 

最大値 

ａ”１ (H=1.2m) 

準工業地域 
50 dB 

［第三種区域］ 

49.1 dB 

ａ”２ (H=4.7m) 48.8 dB 

ｉ’１ (H=1.2m) 46.7 dB 

ｉ’２ (H=4.7m) 46.5 dB 
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別添１０ 廃棄物等の保管の為の施設容量の確保等 

(1) 廃棄物等の排出量等の予測の結果及びその算出根拠 

① 指針による予測結果と算出根拠 

【ハローズ】 　　　（端数処理：四捨五入）

廃棄物種別
１日当たりの廃棄物
等の排出予測量：Ａ
（＝指針原単位×Ｓ）

平均保
管日数
：Ｂ

見かけ
比重：Ｃ
（ｔ／㎥）

6,000㎡以下の部分 1.942 千㎡ ( 0.404  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.10 4.04 ㎥

計 0.404  t

6,000㎡以下の部分 1.942 千㎡ ( 0.014  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.10 0.14 ㎥

計 0.014  t

6,000㎡以下の部分 1.942 千㎡ ( 0.012  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.10 0.12 ㎥

計 0.012  t

6,000㎡以下の部分 1.942 千㎡ ( 0.039  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.01 3.90 ㎥

計 0.039  t

6,000㎡以下の部分 1.942 千㎡ ( 0.328  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.55 0.60 ㎥

計 0.328  t

その他の可燃性
廃棄物等

1.942 千㎡  0.105  t 1.0 日 0.38 0.28 ㎥

9.08 ㎥

生ごみ等

合　　計

店舗面積　：　Ｓ
排出予測量
Ａ×Ｂ÷Ｃ

紙製
廃棄物等

金属製
廃棄物等

ガラス製
廃棄物等

プラスチック製
廃棄物等

 

 

【未定物販】 　　　（端数処理：四捨五入）

廃棄物種別
１日当たりの廃棄物
等の排出予測量：Ａ
（＝指針原単位×Ｓ）

平均保
管日数
：Ｂ

見かけ
比重：Ｃ
（ｔ／㎥）

6,000㎡以下の部分 1.128 千㎡ ( 0.235  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.10 2.35 ㎥

計 0.235  t

6,000㎡以下の部分 1.128 千㎡ ( 0.008  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.10 0.08 ㎥

計 0.008  t

6,000㎡以下の部分 1.128 千㎡ ( 0.007  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.10 0.07 ㎥

計 0.007  t

6,000㎡以下の部分 1.128 千㎡ ( 0.023  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.01 2.30 ㎥

計 0.023  t

6,000㎡以下の部分 1.128 千㎡ ( 0.191  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.55 0.35 ㎥

計 0.191  t

その他の可燃性
廃棄物等

1.128 千㎡  0.061  t 1.0 日 0.38 0.16 ㎥

5.31 ㎥

生ごみ等

合　　計

店舗面積　：　Ｓ
排出予測量
Ａ×Ｂ÷Ｃ

紙製
廃棄物等

金属製
廃棄物等

ガラス製
廃棄物等

プラスチック製
廃棄物等
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(2) 廃棄物等の保管場所の計画 

① 廃棄物保管施設の計画 
（端数処理：小数第２位四捨五入） 

施設番号 容 量 面 積 排出方法 洗浄設備 附属設備の概要 

廃棄物保管施設② 18.2㎥ 12.2㎡ 業者委託 無 無 

廃棄物保管施設④  2.1㎥  1.4㎡ 業者委託 無 無 

 

② リサイクル品（再利用対象物）保管施設の計画 
（端数処理：小数第２位四捨五入） 

施設番号 容 量 面 積 回収方法 洗浄設備 附属設備の概要 

廃棄物保管施設① 18.0㎥ 12.0㎡ 業者委託 無 無 

廃棄物保管施設③  8.6㎥  5.8㎡ 業者委託 無 無 

廃棄物保管施設④  8.4㎥  5.6㎡ 業者委託 無 無 

 

③ 保管場所に関する配慮事項 

項  目 具 体 的 な 内 容 

廃棄物等の分別の実施 

・ハローズでは、トレイや牛乳パック等の店頭回収を行い、リサイ

クルに努めます。 

・店舗から発生するダンボール、発泡スチロール、空き缶、空き瓶

等は分別保管し、リサイクル業者に引き渡します。 

保管施設の密閉性確保 
・廃棄物は店舗建物内の廃棄物保管施設で保管し、廃棄物の散乱及

び悪臭等の衛生上の問題が生じないよう配慮します。 

 

別添１１ 廃棄物等の運搬・処理等の計画 

(1) 廃棄物等の運搬・処理計画 

① 廃棄物等の種類と処理方法の区分 

廃棄物等の種類 敷地外処理 敷地内処理 その他 

紙製廃棄物等 ○ － 

分別保管し、リサイクル業者に引き渡

す計画です。 

金属製廃棄物等 ○ － 

ガラス製廃棄物等 ○ － 

プラスチック製廃棄物等 ○ － 

生ごみ等 ○ － － 

その他の可燃性廃棄物等 ○ － － 
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② 廃棄物等の運搬方法 

廃棄物等の種類 運搬の方法 予定業者等 運搬頻度 

紙製廃棄物等 業者委託 廃棄物の許可業者 毎日 

金属製廃棄物等 業者委託 廃棄物の許可業者 毎日 

ガラス製廃棄物等 業者委託 廃棄物の許可業者 毎日 

プラスチック製廃棄物等 業者委託 廃棄物の許可業者 毎日 

生ごみ等 業者委託 廃棄物の許可業者 毎日 

その他の可燃性廃棄物等 業者委託 廃棄物の許可業者 毎日 

 

(2) 廃棄物等の分別・リサイクル計画 

廃棄物等の種類 
発生予測量 

（t/年）：Ａ＋Ｂ 

ごみ処分量 

（t/年）：Ａ 

資源化量 

（t/年）：Ｂ 

紙製廃棄物等 233ｔ   0ｔ 233ｔ 

金属製廃棄物等   8ｔ   0ｔ   8ｔ 

ガラス製廃棄物等   7ｔ   0ｔ   7ｔ 

プラスチック製廃棄物等  22ｔ   0ｔ  22ｔ 

生ごみ等 190ｔ 190ｔ   0ｔ 

その他の可燃性廃棄物等  60ｔ  60ｔ   0ｔ 

合  計 520ｔ 250ｔ 270ｔ 

 

(3) 廃棄物等に関連する対応方策 

項  目 具 体 的 な 方 法 ・ 内 容 

悪臭対策等 

・廃棄物は店舗建物内の廃棄物保管施設で保管し、廃棄物の散乱及び悪臭等

の衛生上の問題が生じないよう配慮します。。 

・食品加工所には、汚水対策及び悪臭対策としてグリーストラップを設置し

ます。 

・惣菜加工所には、調理臭の拡散防止対策としてグリースフィルターを設置

します。 

・廃棄物は毎日回収します。 

・従業員により廃棄物保管施設の内部及び周辺の清掃を行います。 

廃棄物の減量化 
・商品納入に用いる容器の減量化及び資源化に努めます（ダンボールの資源

化等）。 
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別添１２ その他の指針関連事項 

(1) 大規模小売店舗の立地環境 

① 計画地の周辺環境 

計画地の北側は店舗・事業所、住宅等、東側は店舗、住宅等が立地しています。南側は住宅、

店舗等、西側は住宅等が立地しています。 

 

② 用途地域 

準工業地域 

 

③ 最寄り駅からの距離 

ＪＲ播但線 砥堀駅から約 100ｍ 

 

(2) 駐輪場の計画 

① 駐輪場台数の予測の結果と算出根拠 

88台 自転車用 88台 

□必要駐輪台数の算出根拠：35㎡/台（指針参考値） 

店舗面積：3,070㎡ 

・必要駐輪台数 ＝ 3,070㎡ ÷ 35㎡/台 ≒ 88台 

以上により、必要駐輪台数は 88 台となりますが、計画施設には 88 台分の駐輪スペースを確

保する計画です。 

 

② 駐輪場の管理体制 

項  目 具 体 的 な 方 法 ・ 内 容 

出入口の配置 
・歩行者・自転車の安全確保のため、歩行者・自転車用出入口を設けま

す。 

整理員等の配置 ・従業員等が適宜巡回し整理整頓に努めます。 

 

(3) 荷さばき施設の計画 

① 荷さばきに必要な作業スペース、安全性の確保 

荷さばき施設№ 想定する車両 軌跡図 対応 

荷さばき施設① 2～4t車・2台 
別添『建物配置図

兼平面図』参照 

・搬出入作業時には、付近に交通誘導

員を配置して安全誘導を図り、来店

客車両の通行の妨げとならないよ

う配慮します。 荷さばき施設② 2～4t車・1台 

 

(4) 廃棄物減量化及びリサイクルについての計画・配慮 

・ハローズでは、トレイや牛乳パック等の店頭回収を行い、リサイクルに努めます。 

・お客さまにご協力いただき、簡易包装を推進します。 

・店舗から発生するダンボール、発泡スチロール、空き缶、空き瓶等は分別保管し、リサイク

ル業者に引き渡します。 
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(5) 歩行者の通行の利便の確保等のための計画 

項  目 具 体 的 な 方 法 ・ 内 容 

歩行者通行の

利便性確保の

ための対策 

・歩行者・自転車の安全確保のため、歩行者・自転車用出入口を設けます。 

・駐車場各出入口には一旦停止線を標示し、出庫車両の飛び出しを抑制します。 

・オープン時や多客の予想される繁忙時には、駐車場各出入口に交通誘導員を

配置し、歩行者の安全確保に努めます。 

・駐車場出入口前面の道路は通学路に指定されていません。 

 

(6) 防災・防犯対策への協力 

・要請があれば駐車場を避難所として提供する等、前向きに検討させていただきます。 

・営業時間内には、青少年の溜まり場とならないよう、従業員等によって巡回します。また、

必要に応じて警察等の関係機関と連携をとり、防犯及び非行防止に努めます。 

 

(7) 街並みづくり等への配慮に関する事項 

① 街並みづくり計画の有無とその内容 

・計画地における街並みづくり計画はございません。 

 

② 街並みづくり等への配慮事項 

・計画施設周辺の清掃等、街並みの美化に努めます。 

・植栽や壁面緑化により、敷地内に緑地を設けます。 

 

③ 敷地内の緑化計画 

敷地面積 

(※1) 

緑化面積 

(※1) 
緑化の方法 根拠 

10,340㎡ 約 2,097㎡ 植栽、壁面緑化、太陽光パネル 兵庫県環境の保全と創造に関する条例 

※1 建物敷地のみ。 

※2 北側隔地は条例の対象外ですが、任意で緑地を設けます。 

 

④ 景観への配慮 

・『姫路市都市景観条例』『姫路市屋外広告物条例』の基準に配慮した外観とします。 

 

⑤ 屋外照明・広告塔照明等の計画と光害対策 

項  目 屋外照明 広告塔照明 

照明灯の位置 駐車場内 広告看板 

照明灯の方向 駐車場の方向を照射 看板面への照射 

照明の強さ 必要最小限とします。 必要最小限とします。 

点灯時間 日没から日出までとします。 日没から日出までとします。 

光害対策 
必要最小限の点灯計画とし、周辺住宅

に光が差し込まないよう配慮します。 

看板面へ必要最小限の照射とし、周囲

への光害とならないよう配慮します。 

 

⑥ 市町等の公的計画への協力 

・要請があれば積極的に協力するよう検討します。 
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■ 凡 例 ■

：駐車場出入口

：住宅

：通学路

：用途地域境界

：併用住宅など

：店舗・事業所など

：倉庫・車庫など
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周辺見取図
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駐輪場：88台
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駐車場：143台
(全体収容台数：207台
うち、従業員用7台)

駐車場① 112台

駐車場② 95台

■面積表■面積表

1,942㎡

店舗面積

3,070㎡

1,128㎡未定物販

ハローズ

合計

非
物
販

ハローズ
1,942㎡

未定物販
1,128㎡

駐車待ちスペース：約 48ｍ

駐車待ちスペース：約 48ｍ

ガードパイプ等設置予定(開口部を除く)ガードパイプ等設置予定(開口部を除く) ガードパイプやバリカー等設置予定ガードパイプやバリカー等設置予定
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バ
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定
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定

ガードパイプ等設置予定ガードパイプ等設置予定

メッシュフェンスや目隠しフェンス等設置予定

メッシュフェンスや目隠しフェンス等設置予定

ガ
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ド
パ
イ
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や
バ
リ
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等
設
置
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定
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や
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予
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メッシュフェンスや目隠しフェンス等設置予定

メッシュフェンスや目隠しフェンス等設置予定

ガードパイプやバリカー等設置予定(開口部を除く)

ガードパイプやバリカー等設置予定(開口部を除く)

ガ
ー

ド
パ
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荷さばき施設①
6.0m×10.0m＝60㎡

荷さばき施設②
5.0m×8.0m＝40㎡

廃棄物等保管施設②
2.7m×4.5m×1.5m≒18.2㎥

廃棄物等保管施設③
2.5m×2.3m×1.5m≒8.6㎥

廃棄物等保管施設④
2.0m×3.5m×1.5m＝10.5㎥

廃棄物等保管施設①
3.0m×4.0m×1.5m＝18.0㎥
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≪看板イメージ例≫

【内面】① ④【外面】 【内面】 【内面】③【外面】【内面】②【外面】

出口
専用

入口
専用

自転車は

降りて通行

してくださいＰＩＮＩＮ

一旦停止
左右

安全確認

【内面】 【外面】⑤ ⑥【外面】

③③③

⑤⑤⑤

⑤⑤⑤
①①①

②②②

④④④

④④④

⑥⑥⑥

⑦⑦⑦

一旦停止
左右

安全確認

【東面】⑦【西面】

廃棄物
収集車両
専用出入口

一旦停止
左右安全確認

直進して下さい

右左折
できません

夜間閉鎖
店舗店舗

砥堀南砥堀南

Ｐ

Ｐ

夜間 22時～ 6時
国道側へお廻りください

夜間閉鎖

砥堀西砥堀西 砥堀駅前砥堀駅前

夜間 22時～ 6時
国道側へお廻りください

右折入庫
禁 止

22～6時を除く

一旦停止
左右安全確認

右折出庫
禁止

22～6時を除く

≪場外看板イメージ例≫

の箇所に配置

この先
狭小なため

進入しないで進入しないで
くださいください

≪誘導看板イメージ例≫

★㋐の箇所に配置

【出口のご案内】

★㋑の箇所に配置

【出口のご案内】

大駐車場有

店舗店舗 Ｐ

●●
方面

●●
方面

●●
方面

店舗前駐車場

混雑混雑

店舗店舗 Ｐ

●●
方面

●●
方面

●●
方面

㋐㋐㋐

㋐㋐㋐

㋐㋐㋐

㋑㋑㋑

㋑㋑㋑

㋑㋑㋑

約13ｍ約 13ｍ

約 14ｍ約 14ｍ

砥堀東バス停(移設予定)砥堀東バス停(移設予定)

バックヤード
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ー
ド
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ド

バックヤード

軽

：敷地後退部分(緑地)

■ 凡 例 ■

：歩行者用通路

：荷さばき施設

：駐輪場

：緑地

：駐車場出入口

：売場部分

：敷地境界線

：廃棄物等保管施設

：歩行者･自転車用出入口

：廃棄物収集車両出入口

交通誘導員配置予定位置(繁忙時)

交通誘導員配置予定位置(搬入時)

：看板設置予定位置

：従業員用駐車スペース

：併設施設

：屋上太陽光パネル

：夜間22時以降閉鎖区域



Ｓ=１：８００Ｓ=１：８００
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建物配置図兼平面図



日
用
品

ビー

ル
パ
 ン

飲
 料

惣
 菜

弁
 当

北側立面図

東側立面図

南側立面図

西側立面図

※ 当該立面図は店舗外観のイメージを示すものであり、詳細は変更になることがあります。

▽最高高さ

△設計ＧＬ

1
7
,
8
0
0

色 色相 明度 彩度№

①

②

10YR 8.5 3外壁：ベージュ

③

5YR 7 6外壁：ベージュ

5YR 9 6外壁：ベージュ

⑤ 5G 6 8外壁：グリーン

④ 10R 4 10外壁：ブラウン

①

②

①

②

⑤

③

③

③

⑤

④

⑤

②

①

②

③

①

④

④

④

建物立面図(ハローズ棟)

Ｓ=１：４００
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北側立面図

東側立面図

南側立面図

西側立面図

※ 当該立面図は店舗外観のイメージを示すものであり、詳細は変更になることがあります。

▽最高高さ

1
0
,
0
5
0

△設計ＧＬ

色 色相 明度 彩度№

①

②

N 9.5 0外壁

6.6G 5 14.1外壁

①

②

②

①

②

②

②

① ②

① ②

②

：壁面緑化

建物立面図(未定物販棟)

Ｓ=１：３００
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国
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市道砥堀 30 号線

市道砥堀 30 号線

１km1.5km

野里店

76台/日

11台/時

6.0 ％

ブロック番号
①

76台/日

11台/時

6.0 ％

ブロック番号
①

226台/日

33台/時

17.7 ％

ブロック番号
②

226台/日

33台/時

17.7 ％

ブロック番号
②

583台/日

84台/時

45.8 ％

ブロック番号
③

583台/日

84台/時

45.8 ％

ブロック番号
③

268台/日

39台/時

21.0 ％

ブロック番号
④

268台/日

39台/時

21.0 ％

ブロック番号
④

121台/日

17台/時

9.5 ％

ブロック番号
⑤

121台/日

17台/時

9.5 ％

ブロック番号
⑤

ΝΝ

（台/時）
ﾋﾟｰｸ時

（台/日）
日台数

来店客車両台数

（％）
割 合

（世帯）
世帯数

番 号
ﾌﾞﾛｯｸ

① 301 6.0 1176

② 891 17.7 33226

③ 2,300 45.8 84583

④ 1,057 21.0 39268

⑤ 475 9.5 17121

合 計 5,024 100.0 1,274 184

凡 　　例

日 来 店 客 車 両 台 数

ピーク時間帯来店客車両台数

 方　面  比　率

日 退 店 客 車 両 台 数

ピーク時間帯退店客車両台数

 方　面  比　率

：商　　圏

：案内経路

：来店客車両経路

：計 画 地

：退店客車両経路

：ブロック境界線

：ハローズ近隣店舗

：ハローズ近隣店舗(1.5km圏)

想定する案内経路と方面別交通量(広域)

Ｓ=１：15,000
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計画地

地点３交差点
(砥堀交差点)

地点１交差点
(砥堀南交差点)

地点２交差点
(砥堀駅前交差点)

184台/時ピーク時の来店客車両台数

日来店客車両台数 1,274台/日

76台/日

11台/時

6.0 ％

ブロック番号
①

76台/日

11台/時

6.0 ％

ブロック番号
①

76台/日

11台/時

6.0 ％

ブロック番号
①

76台/日

11台/時

6.0 ％

ブロック番号
①

226台/日

33台/時

17.7 ％

ブロック番号
②

226台/日

33台/時

17.7 ％

ブロック番号
②

583台/日

84台/時

45.8 ％

ブロック番号
③

583台/日

84台/時

45.8 ％

ブロック番号
③

76台/日

11台/時

6.0 ％

ブロック番号
①

583台/日

84台/時

45.8 ％

ブロック番号
③

583台/日

84台/時

45.8 ％

ブロック番号
③

268台/日

39台/時

21.0 ％

ブロック番号
④

268台/日

39台/時

21.0 ％

ブロック番号
④

389台/日

56台/時

30.5 ％

ブロック番号
④⑤

389台/日

56台/時

30.5 ％

ブロック番号
④⑤

302台/日

44台/時

23.7 ％

ブロック番号
①②

809台/日

117台/時

63.5 ％

ブロック番号
②③

121台/日

17台/時

9.5 ％

ブロック番号
⑤

121台/日

17台/時

9.5 ％

ブロック番号
⑤

国
道

３
１

２
号

国
道

３
１

２
号

市道砥堀
69

号線

市道砥堀
69

号線

市道砥堀 30 号線

市道砥堀 30 号線

市道砥堀 30 号線

市道砥堀 30 号線

国
道

３
１

２
号

国
道

３
１

２
号

県
道

砥
堀

本
町

線

県
道

砥
堀

本
町

線

県
道

砥
堀

本
町

線

県
道

砥
堀

本
町

線

ΝΝ

凡 　　例

： 案内経路

： 退店客車両経路

： 来店客車両経路

日 来 店 客 車 両 台 数

ピーク時間帯来店客車両台数

 方　面　比　率

日 退 店 客 車 両 台 数

ピーク時間帯退店客車両台数

 方　面　比　率

： 計画地

： 交通量調査地点

想定する案内経路と方面別交通量(狭域)

Ｓ=１：5,000
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と
ま
れ

と
ま
れ

徐
行

と
ま
れ

とまれ

とまれ

徐行

と
ま
れ

徐
行

と
ま
れ

駐車場①

駐車場②

ハローズ棟

未定物販棟

非
物
販

荷さばき施設①

荷さばき施設②

廃棄物等保管施設

廃棄物等保管施設

廃棄物等保管施設

廃棄物収集車両出入口

出入口② 出入口③

出入口①

入口

出口
道路№１ 国道３１２号

道路№３ 市道砥堀５０号線

道
路
№
４ 

里
道

道
路
№
５ 

里
道

道
路
№
２ 

市
道
砥
堀
３
０
号
線

軽

ΝΝ

B1-3 B1-2 B1-1

B1-6

B1-5

B1-4

B1-7

B1-8

N1

N2,H2

B2-3

B2-2

B2-1

F15

F13

F1

F2

F3

F4

F5

F6
F7

F8

F9,10
F14

F11,12

F21

F16

～

CU2

H1

F27

F29
F28

F30 F33～ F34

F35

F36

AC1 AC2

R1

R2

R3

R4 R5

R6

R7

R8

R9

R10

R11

R12

R13 R14

R15

R16

R17

R18

R19

R23

R24

R25

R26

R20

R21

R22

R27

R28

R29

R31

R30

R32

併用住宅

空地

住宅

空
店
舗

事業所

事業所

駐車場

駐車場

駐車場

店舗
店舗

駐車場事業所

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅
住宅

住宅
住宅

住宅
住宅

住宅

住宅

住宅

駐車場

店舗

駐車場

住宅

併用住宅

店舗

空地

駐車場

駐車場

農地 農地

駐車場

駐車場

住宅

店舗倉庫

店舗

住宅

併用住宅

空地

Ｂ

Ｃ

Ｆ，ｆ

ｃ

Ｉ，ｉ

ｄ

Ｅ，ｅ

Ｇ，ｇ

Ｈ

Ａ

Ｊ，ｊ

Ｋ

ｋ

ａ

ｂ

Ｄ

ｈ
ｌ

Ｌ

Ｍ，ｍ

Ｎ，ｎ

Ｏ

ｏ

ｉ’

Ｇ’

Ｈ’

ａ”

ａ’

ｎ’

■ 凡 例 ■

：荷さばき施設

：駐車場出入口

：敷地境界線

：廃棄物保管施設

：荷さばき等作業位置

：換気ファン

：車両走行路

：空調用室外機

：騒音予測地点

：夜間（22時～翌6時）
　駐車場閉鎖区域

：キュービクル

：廃棄物収集車両出入口

：荷さばき車両の後進警報ブザー 

8
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道路№１ 国道３１２号

道路№３ 市道砥堀５０号線

道
路
№
４ 

里
道

道
路
№
２ 

市
道
砥
堀
３
０
号
線

道
路
№
５ 

里
道

ΝΝ

パラペット(H=2.2m)

F22

RC2
RC1

DC1

CU1

F25
F26

AC3

AC8

～
AC9

AC13
～

RC3～RC8

RC9～RC14

RC15～RC18

AC14

AC15

AC20

～

AC21～AC27 AC28 ～ AC36

AC37

RC19
RC20
RC21
RC22

F23,24

設備置場

併用住宅

空地

住宅

空
店
舗

事業所

事業所

駐車場

駐車場

駐車場

店舗
店舗

駐車場事業所

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅

住宅
住宅

住宅
住宅

住宅
住宅

住宅

住宅

住宅

駐車場

店舗

駐車場

住宅

併用住宅

店舗

空地

駐車場

駐車場

農地 農地

駐車場

駐車場

住宅

店舗倉庫

店舗

住宅

併用住宅

空地

Ｂ

Ｃ

Ｆ，ｆ

ｃ

Ｉ，ｉ

ｄ

Ｅ，ｅ

Ｇ，ｇ

Ｈ

Ａ

Ｊ，ｊ

Ｋ

ｋ

ａ

ｂ

Ｄ

ｈ
ｌ

Ｌ

Ｍ，ｍ

Ｎ，ｎ

Ｏ

ｏ

ｉ’

Ｇ’

Ｈ’

ａ”

ａ’

ｎ’
■ 凡 例 ■

：冷凍機用室外機

：敷地境界線

：換気ファン

：空調用室外機

：騒音予測地点

：デシカント空調機

：キュービクル

9
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騒音発生源位置図(屋根上)



名称：(仮称)ハローズ砥堀店 

 

大規模集客施設条例及び大規模小売店舗立地法の手続時には、計画施設における配慮事項

への具体的な対応について下表の右欄に記入し、届出書類と併せて提出してください。 

なお、ガイドラインで示した配慮事項によることが困難な場合、個別の計画に応じた安全

性を確保するための措置を対応欄に記載願います。 

分類 配慮事項 対応欄 

(1)駐車場出入口 

① 

駐車場出入口の間口の長さは原則６ｍ以

下とし、出庫車線は原則１車線とするこ

と。 

駐車場の入口、出口の幅員は 5ｍ、各出

入口の幅員は６ｍとし、ゼブラ標示によ

って、複数の車両が並列して同時に出庫

することがないよう対策を行います。 

② 
駐車場出口においては、前面道路に対す

る視認性を確保すること。 

駐車場出口は、駐車場法施行令を遵守し、

道路境界から 2ｍ下がった位置から両サ

イド 60°の範囲の視距が可能な計画と

します。なお、見通しの悪いフェンスや

塀などの設置は行いません。 

③ 
入庫ゲートを設置する場合は、道路境界

から６ｍ以上の距離を確保すること。 

入庫ゲートの設置は予定しておりませ

ん。 

④ 

繁忙時等は、駐車場の出入口に交通誘導

員を配置し、歩行者等の安全を確保する

こと。 

出入口前面は通学路に指定されていませ

んが、繁忙時には駐車場出入口付近に交

通誘導員を配置し、安全確保に努めます。 

⑤ 

駐車場出入口及び出入庫ゲート付近の車

路に勾配がある場合、停止位置は平坦と

するよう努めること。 

駐車場の入口、出口および各出入口付近

は平坦です。 

⑥ 

駐車場出入口付近には、路面標示や標識

等による分かりやすい案内及び注意喚起

を行うよう努めること。 

駐車場の出口および各出入口付近には、

「右折出庫禁止」、「一旦停止」、「左右安

全確認」などの看板設置、「一旦停止線」、

「矢印」などの路面標示を行い、適切な

誘導と注意喚起に努めます。 

(2)車路 

① 

路面標示や標識等により分かりやすい誘

導を行うよう努めること。特に、車路の

交差部では路面標示等により優先性の明

確化に努めること。 

路面には逆走防止対策として矢印標示を

行い、誘導します。車路の交差部では、

誘導線や一旦停止線の路面標示等により

優先性の明確化に努めます。 

② 
駐車場の車路は、一方通行とするなど単

純で分かりやすいレイアウトとするよう

駐車場の車路は、可能な限り一方通行と

するほか、路面標示による誘導など、単

チェックリスト



名称：(仮称)ハローズ砥堀店 

努めること。 純で分かりやすいレイアウトとしまし

た。 

③ 
徐行を徹底するため路面標示やハンプの

設置等を行うよう努めること。 

車路には、徐行を促す路面標示やハンプ

を設置します。 

④ 

建物配置等により車路の見通しが悪い場

合は、注意喚起の表示やカーブミラーの

設置等の安全対策を行うよう努めるこ

と。 

本施設は平面駐車場で、見通しせること

から、カーブミラーの設置は考えており

ませんが、交差部分には停止線の路面標

示等を行い、安全対策に努めます。 

⑤ 

主要な車路の分岐点等には出口への進路

を示すほか、出口によって退店する方面

が異なる場合は、その方面を併せて表示

するよう努めること。 

駐車場や店内に、出庫方向を示す看板等

を設置します。 

⑥ 

駐車場出入口付近の車路は、円滑な出入

庫が可能となるよう単純な形状とするこ

と。 

駐車場の入口、出口および各出入口付近

は、単純な形状の車路とし、駐車待ち車

両による滞留が生じないよう努めます。 

分類 配慮事項 対応欄 

(3)駐車マス等 

① 

必要駐車台数を確保するために設置され

る駐車マスの大きさは、原則幅 2.5ｍ以

上、奥行 5.0ｍ以上とすること。 

駐車マスの大きさは、一般用：幅 2.6ｍ、

奥行 5.0ｍ、障害者等用：幅 3.5ｍ、奥

行 5.0ｍ、軽自動車用：幅 2.6ｍ、奥行

4.0ｍとします。 

なお、駐車しやすく、車両同士の間隔が

一定幅を確保できるよう、ダブルライン

とします。 

② 
障害者等用駐車マスは、安全に乗降でき

るスペースを設けるよう努めること。 

障害者等用駐車マスは、安全に乗降でき

るスペースを設けます。 

③ 

障害者等用駐車マスは、原則複数設置と

し、建物出入口等までの経路が極力短く

なる位置とすること。 

障害者等用駐車マスは、5 台分確保しま

す。また、建物出入口等までの経路が極

力短くなる位置に計画しています。 

④ 

複合的な商業施設などで長時間の滞在や

高齢者、障害者等の利用が相当程度見込

まれる場合は、停車スペースを設けるよ

う努めること。 

－ 

⑤ 

大規模な駐車場等で駐車マスの空き状況

の確認が困難な場合は、満空表示等によ

り運転者の負担軽減に努めること。 

－ 

⑥ 

来客用駐車マスは、円滑な出入庫を妨げ

ないよう、駐車場出入口付近を避けて配

置するよう努めること。 

来客用駐車マスは、円滑な出入庫を妨げ

ないよう、駐車場入口、出口および出入

口①付近には設けない計画です。 
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分類 配慮事項 対応欄 

(4)歩行者用通路 

① 

駐車マスから建物出入口等までの歩行者

用通路は、原則として幅員１ｍ以上の識

別しやすいものとし、車路の横断箇所を

極力少なくすること。 

駐車マスから建物出入口まで歩行者用通

路は幅員１ｍ以上とします。車路の横断

箇所はできるだけ少なくし、横断歩道の

標示を行います。 

③ 

島状に配置した駐車マスの背面に歩行者

用通路を設ける場合は、車止めを設置す

るとともに、注意喚起の表示により、歩

行者の安全確保を図ること。 

－ 

③ 
自転車使用者が利用する歩行者用通路

は、幅員２ｍ以上とすること。 

自転車使用者が利用する歩行者用通路

は、幅員２ｍ以上を確保しております。

また、場内では、自転車からおりて通行

していただくよう注意喚起看板を設置す

る計画です。 

④ 

障害者等用駐車マスから建物出入口等ま

での歩行者用通路は、車両の動線と交錯

しないようにすること。 

障害者等用駐車マスから建物出入口等ま

での歩行者用通路は、車両の動線と交錯

しないように計画します。 

⑤ 

建物が複数棟ある場合は、建物間の動線

計画に配慮した歩行者用通路を確保する

こと。 

建物間の歩行者用通路を確保する計画で

す。 

(5)その他 

① 

歩行者用通路、駐輪場、建物等に面する

位置に車路や駐車マスを設置する場合

は、防護柵を設けるよう努めること。 

建物前の歩行者用通路と駐車マスの間に

は、Ｕ字パイプ等を設置します。 

② 

営業時間内に搬出入車両等が来客用駐車

場を利用する場合は、交通誘導員の配置

などの安全対策を講じること。 

営業時間内に荷さばきを実施する場合に

は、従業員等の配置によって、安全確保

に努めます。 

③ 

駐輪場の位置は、自転車動線が建物出入

口前などの人が集中する箇所を通過しな

いよう配慮すること。 

自転車使用者が利用する歩行者用通路

は、幅員２ｍ以上を確保しております。

また、場内では、自転車からおりて通行

していただくよう注意喚起看板を設置す

る計画です。 

④ 

駐車場内にショッピングカート置場を設

ける場合は、適切な位置に設けるよう努

めること。 

ショッピングカート置場は適切な位置に

設けるよう努めます。また、従業員等に

よる定期的な巡回によって、放置カート

の回収に努めます。 

⑤ 
駐車場の一部で夜間における利用を制限

する場合は、制限時も適切な動線を確保
－ 
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すること。 

⑥ 

夜間又は建物内の駐車場においては、障

害物や案内標識を明確に認識できる照明

施設を設けるよう努めること。 

駐車場内には、適切な場所に照明設備を

設置します。なお、駐車場の車路につい

ては、10 ルクス以上の照度を確保しま

す。 

⑦ 

駐車場や駐輪場は人の視線が確保できる

場所に配置し、必要に応じて防犯設備等

を設けるよう努めること。 

駐車場や駐輪場は、できる限り見通しを

よくし、人の視線が確保できるよう計画

します。なお、店外には防犯カメラを設

置し、防犯対策に努めます。 

⑧ 

グラスパーキングとする場合は、日照、

長時間駐車の可能性、出入庫の頻度等を

勘案して駐車マスを配置するよう努める

こと。 

－ 

⑨ 

計画地が信号交差点の角地等で、通り抜

け車両の発生が懸念される場合は、駐車

場内の安全確保のための対策を講じるよ

う努めること。 

－ 

⑩ 

道路に面する位置に駐車マスや駐輪場を

設ける場合は、道路から直接駐車や駐輪

ができないよう対策を講じること。 

駐車マスや駐輪場は、フェンス等により、

道路側(歩道含む)から直接駐車や駐輪が

できないよう計画しています。 
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